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要約	
 

	
 

	
 本論文では、近年日本の音楽市場において、アメリカやイギリスを始めとした欧米諸国

のポピュラーミュージック――いわゆる「洋楽」の市場規模が一貫して縮小し続けている

問題に対し、その原因をインタビュー調査から探る。本論文の目的は「洋楽離れ」の実態

を調査することにより、単一的で閉鎖的であった日本人の音楽文化が多様性を獲得するこ

とを目指し、また他国の音楽文化の消費を積極的に促すことによって、グローバル化に欠

かせない相互の文化理解を促進することである。	
 

	
 

	
 第 1章では日本レコード協会等の組織が提供している統計データを元に、「洋楽離れ」が

現実に起こっていることを数字上でも確認した。この上で、音楽社会学者の南田勝也氏の

先行研究を元に、現代の若者は音楽の嗜好が同世代間で単一化していることから、これよ

り先「洋楽離れ」が更に深刻化することを予測した。 

	
 続く第 2章では、「洋楽離れ」についてインターネット上で考察を行なっている 3名の人

物が書いた記事についての紹介、音楽の消費態度について書かれた先行研究のレビューを

行い、仮説形成の手掛かりとした。 

	
 第 3章では、本論文の仮説を「現代の若者は音楽に対し純粋な音楽そのものを楽しむの

ではなく、音楽で「遊ぶ」ことを求めるようになり、それが「みんなと同じものを楽しみ

たい」という「共有欲求」と結びつき、同世代の中で多様な広がりを見せず、音楽社会の

中で閉鎖的な空間が創造されることとなったため、市場の中で洋楽のシェアが一貫して下

がり続けることとなった」と設定し、インタビューの質問項目を設定し、大学生 8名と社

会人 2名に半構造面接のインタビューを行なった。第 4章では、各サンプルの特徴を述べ、

インタビュー結果を元に、「洋楽に対する受容性の高低」、「音楽に対する意識の高低」、「音

楽に対する行動の高低」の 3つの指標から合計 8つの類型に分類した。 

	
 第 5章では本調査のインタビュー結果を元に、分析と考察を行なった。本調査の結果判

明したこととして、以下のことがあげられる。 

邦楽派による「同調圧力」や音楽の「共有化の欲求」は特に見られず、こうした共有化

はむしろ洋楽派の人たちの方で強い傾向が見られた。 

一見「音楽市場の中での大きな勢力」を持つと思われた邦楽派は実のところ「数人、も

しくは場合によって 1人のみで構成される小さな勢力の無数の集合体」であることが発見



 
 

された。そして 1つ 1つ見たら小さな勢力にしか過ぎない彼らが、「共有化」に積極的な洋

楽派の影響をほとんど受けない理由として邦楽派の人たちの音楽観がかなり「保守的」で

あるからであるということも同時に判明した。 

仮説の中で述べられたもう一つの要素である音楽を聴く際に、音楽そのものでなく、ア

ーティストのキャラクター性やライブパフォーマンスを重要視する「遊び化」については、

一部その正当性が見られた。ただし、インタビュー結果から、おそらく邦楽派の若者で共

通するのは「遊び化」よりも、むしろ「共感」という概念であると思われる。「共感」につ

いて、今回のインタビューからは「歌詞」に対する共感を持つ者が最も多く、「歌詞さえよ

ければ曲調はよほど自分に合わないものでない限りはなんでもいい」と言い切るほど極端

に歌詞を重視している者も少なくない。また歌詞だけでなく、「個人の思い出」や「映画等

のメディア作品の感動の再起」等にも共感は発生する。そして、アーティストのキャラク

ター性やパフォーマンス等を楽しむ「遊び」の要素は他人と共有可能な事柄であるが、音

楽の歌詞に自分の感性と共感することや、音楽を聴くことにより自身の青春時代の記憶に

思いを馳せることは非常にパーソナルな事柄であり基本的に他人と共有不可能である。音

楽に「共感」を求めている人は保守的な音楽観を持つため、「遊び」化を楽しむ人達の共有

化も広がりにくい。実態としては、現代の若者の音楽消費の態度に見られるのは「遊び」

化ではなく「共感」化であるほうが正しいのではないだろうかと推測した。 

第 6 章では全体のまとめを行い、サンプル数の不十分さ等の今回の調査の反省点をあげ

た上で、なぜ若者は昔と違い「メロディーやリズム」といった音楽的要素を排除してまで

「共感」にこだわるようになったのかという原因の究明と、どのようにしたらこれ以上の

「洋楽の衰退」を防げるのか、具体的な解決案の模索を今後の課題として本論文を締めく

くっている。 
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